
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

生 　 薬 　 学 　 雑 　 誌

Syδyakugaku 　Zasshi
24（1），　13〜17　（1970）1

シ キ ミ実に おけ る機械組 織の 発達 と 大茴香と の 相違点に 関す る研究

石 貴 徳 長 沢 元 夫，村 上 孝 夫

　　　　東 京理 科大学 薬学 部
1〕

Studies　 o 皿 the　 Development 　 of 　 Mechanical　 Tissue 　 in　 Japanese

　　Star　 Anise （Fruit　of ∬tticium 　 religiosum ）and 　on 　the

　　　　　　 Differences　 between 　 Chinese　Star　 Anise

　　　　　　　　　　 （Fruit　of 　∬llicium 　verum ）

KITocK　SuK ，　 MoToo 　NAGAsAwA 　and 　T ∫、KAo 　MuRAKAMI

　　　　F α cu 妙 o！ P 加 rmaceMt
・ical　Sciences，　 Science

　　　　　　　　　　Universi砂 げ To冷丿01｝

（Received　February 　7，1970）

　Chinese　star 　 anise （Da −hui−xiang ） and 　poisorlous　Japanese　star 　anise 　（Shikimi　fruit）　arc 　 so 　similar 　that

they 　have 　occasiena ユly　becn　found　admix
’
ed ．　For　distinguishing　thcse 　both　fruits，　G．　Gassner （1931） and

R．Jaret・ ky （1936）P・・v ・d　th・ ・ xi ・t・n … f ・a ・h ・h・・ a・t・ ・i・ti・ idi。blast・ i… 1・ m ・ll・ ・nd
　
f・uit ・t・lk・F 「°m

th 。 。 mb ．y。1。gi・・1 ・b・e ・vati 。・ ，　 w ・ m ・y ・・ n ・1ud・ th ・ t ・ 。　cal1 ・d ・h ・・a ・t・・i・ti・ idi・b1・ ・t… ef 。u ・d　i・ b・th．

fruits　 and 　that 　 more 　 exact 　 diagnostic　difference　 is　 number 　 of 　idioblasts　 in　 columclla ．

　有毒成分を含有 し ない 大茴香 （llgicium　verum 　HOOKER 　f・の 果実） と 有毒成分を もつ シ キ ミ 実 （lllieium　religi −・

。s。 m 　SIEB．。t　 ZuCc ．＿U〃icium　 anisatum 　 L．の 果実）を 区 別 す る 日的 で ，　 G ・Gassner2） （1931），　 R ・　J・・et ・ky3）

（1936）ら は 植物儒 1」学蜥 ・ 研 究 し，果柄 お よ び 袋果 の 中 軸 ・ あ ら2・ れ る 異形細胞 の 欣 ・ よ つ て 両者 を 明百戳 こ 区別 で

きる と 発表 し た．それ に よ る と大 茴香に は 「分枝 の あ る石 細胞」 があ り，シ キ ミ 実に は 「分 枝 は な く，
一

側に 太 い 突

起 を もつ 球形 の 石 細 胞 」 が あ る と い う （Fig，1）．

　しか し こ の 大茴香型 と シ キ ミ実型 の 異形 細胞 は い ず れ の 果 実 に もあ らわ れ ，ま た 果柄 と 中軸 で は 様子が ち が う の．

で ，それ らが ど の よ うな生理条件 下 で 形成 され ，ど の よ うな 分布 を示 す か を 観察す る 必要 を 感 じ，シ キ ミ 実に っ い て

そ の 機械組織 の 形成 を発生的に 検討 した，開 花 か ら 果実が 完熟す る 過 程 （4〜11 月）で ，．果実 が大 き くな り重 さを ま

す に した がっ て ，果柄 は補強を必 要 と し，そ の た め に 異 形 細 胞 が 形 成 され る と考 え た ，

　花柄 は 中心 部 に 髄力被 ， り，そ れ を と りまい て 道管，形 成層，師管か らな る 維管束環が あ り，そ の 外側に 厚 い 柔組織

層が あ る．は じ め は 花 柄の 最 下 部の 皮部 に 異形細 胞 がみ ら れ るだ けで あ るが ，6〜7 月 に か げて袋果 が 急 に 大 きくな
．

る と きに ，果柄の 中部 の 維管束環 の 内側 と 外側 に 各 々 数 細 胞 列 の 石 細胞環が あら わ れ ，そ の 後 は種 子 の 成熟 に し た が

っ て 徐 々 に 異形細胞が果柄の 中部 と．E部 の 皮部に 数個 あ らわ れ ，つ い で 中軸 下部に も数個 の 異 形 細 胞 が 形成 さ れ ，ま

た 袋果下部 の 維管 束 の 周 囲 に も石 細 胞環 と 数個 の 異 形細 胞 が 形成 され る （Fig．2）．

　柔組織中 に あ らわ れ る 異形細胞 は，は じめ は 単純 に 厚膜化す る だ け で あ る が，次第に 細胞間隙に 突起 を の ぼ して 特

徴 の あ る形を と るに い た る，し た が つ て その 柔組織を 構成 して い る 細 胞の 形 と 配列状態 に よ つ て で きあが る 異形細胞：

1） L 。cati 。・ ・ Funag ・ w ・ ra
−machi ，　 Shinl

’
uku −k・・　 Toky・・

）2

）3

G．Gassner，“ Mikroskopische 　Untersuchung 　PflanzHcher　Nabrungs − und 　Genussmittel
”
，　 Jena，　 Veriag・

von 　 Gustav　 Fischer，1931，

Wasicky ，
“Leitfaden　fUr　d工e　Pharmak 。gnostischen 　Untersuchungcn 　im　Unterricht　und 　in　der　Praxis

”
，．

Leipzig　 und 　Wien ，　 Franz　Deuticke，1936．

（エ3 ）
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 of  Jllicium religiosum  (in April). 2 : The  fruit of  L religiosum  (in May).
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 of  I. religiosum  (in June), 4 : The  mature  fruit ef  L reJigiosum  (in November).

  The  under  figures are  longitudinal sections  of  the upper  figures. They  show  the distribution of

 idioblasts (id), stenc-cellurar  ring  (st), scar  (sc) of  bract and  vaseular  bundles (vb),
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　　　　　Fig、3．　The 　Developlnent　of　IdiQblast　in　Fruits　 of ∫llieium　religiosum

1 二 thc　idioblast　which 　is　seen 　at　fruit　stalk 　；　2 ： the　idiDblast　which 　is　seen 　aL 　colurne ！la

　 Th 。 1，ft ，id・ i・ 1・ ngit ・ di・・l　s・・ti… nd 　 the 　 righ ・ sid ・ 1… bi・ 丘9… ln　ead ・ P ・i・・

TABLE 　L 　Numbers 　of 　Idioblasts　in　Columella　 of　 Illicium　religiosor ・m 　and 　Ulieiuma　verum 　by

　 　 　 　 　 Maceration

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 一一

I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．religiosum

・・ ・ ・ ・… 1・ m ・”・ 　 　 1． 。 m
　Kan ，。 　 ．

−
f，。 m 忌、、k 。ku

−

　
1’跏 郡

the 　upper 　part

the 　under 　part

0〜1〜20

〜3〜5

14〜 2326

〜164

30〜134 〜152

66〜348〜760

の 形は 異 なつ て くる．即 ち 果柄最下部 と 中軸 で は 円形
〜

楕 円 形の 柔細胞が 粗雑 に 並 ん で い る の で ，異 形細胞 も円形〜

楕 円形 で こ れ か ら不 規 則 で は あ る が 放射方向に の び た 短 い 突起を もっ た 形 と な る．し か し果柄で は 長軸 の 方向に の び

た 円柱 形 の 細 胞 が 密 に 並 ん で い る の で ，異形細胞 も円柱形 で 主 に ヒ下 に 長い 突起を の ぼ した 形 を と る （Fig．3）．

　大茴香 で も異 形 細胞 は シ キ ミ 実で 観察 された の と 同 じ く，各種 の 形 を と っ て 分 布 し て い る こ と か ら，今 ま で 大茴香

型，シ キ ミ 実型 とい わ れ て い た もの は 生 長 段 階の 差 と み なす こ とが で き る．ま た 同
一

の 異 形 細 胞 で も切断面 に よ つ て

種 々 の 形 を示 す の で ，切断面 の 形 に よ っ て 両生薬を区別す る こ とは不 正 確 と い わね ば な らな い ．

　大薗香 の 異形細胞は シ キ ミ 実に くらべ て
一

般 に 数が 多く，よ く生 長 した 形 を と る もの が 多い ．こ の 差 が 何に 基困す

る か は 充分説明 で き な い が，シ キ ミ 実が一
般に 大茴香 よ り小さくて 軽 い こ と と

一
部闘係が あ る と考 え る こ と は で ぎ

る．四 国産 シ キ ミ 実の 中 に 大茴香 と 同大 の も の が あ り，そ の 異形細胞の 数は 関東産 シ キ ミ実に く らべ ては るか に 多 い

の に ，大茴香 に くらべ る とや は り差 が 認め られ る か らで あ る （TABLE 　I）．

　シ キ ミが 本州 （関 東 以 西），四 国，九州，琉球，台湾，ri・r 国 に 分布 し て い て ，南方産 の 果実 に は 大 ぎい もの も あ る

と 考 え られ る の で ，個 体差 を 考慮 し な け れ ば な ら な い ，Gassner ，　 Jaretzlcyらは 袋果中の 柵状細 胞 の 高 さが 大 茴香 で

約 600 μ，シ キ ミ 実で 約 400μ 以下 と して い るが ，大 茴香で も 200 μ の 場 含 が あ り，袋果 の 大 きさ に 比 例 し て い る

（15 ）
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の で ，こ れを区別点 とす る こ とは で きな い ，

実 　 　 験 　 　 の 　 　部

　 材料 ：東京都神代植物公園の 数株の シ キ ミか ら 8 カ 月間に 81 ・11採 取 し た 各成 熟段階の 果実，本学，東邦大学薬学

部，東 京薬科 大 学 の 生薬慓本 ，お よ び 徳 島大 学 薬学 部 東丈 夫教 授採集 の 徳島県 産 シ キ ミ実 （東京大学 薬学 部所 蔵）．

　1． 中軸 ド部の LJJHr’を っ く り，フ ロ ロ グ ル シ ン 塩酸に よ る木化反応を行なうと 異形細胞を確認 で きる．大茴香 で は

少な くと も 10 個 以上 （普通 は 25−一・30 個 ）で ，突起 の 比較的多い 大 形の もの （い わ ゆる 大茴香型）が 多 く，突起 の

少 な い 小 形 の もの （い わ ゆ る シ キ ミ 実型 ）もま じ え て い る （Fig．4）．シ キ ミ実の 場 合 は o−・−3 個程度の もの が 多 く，

しか も小 形 で シ キ ミ 型 で あ る （Fig，5），四 国 産 の 大型の シ キ ミ実で は 数は 多 くな り，大薗香 と区別で きない 場 合 も、

で て くる が，小形 の シ キ ミ 型の もの が多い の で 大茴香 とは 異 な る．中軸上部の 切片で は 両者 の 区別は
一

層容易 で あ る

（TABLE 　I），

　2，　 中軸を濃 ア ル カ リ液 （N　 aOI
’1 の 50％ 水 溶液） で 煮 て 軟 らか くし，水 洗 した 後 に 縦 に 切 りひ ら ぎ，プ ロ v グ ル

シ ン 塩 酸を 滴 ドす る と，異形細胞は 紅色 に 染 ま り，全 数 を か ぞ k る こ とがで き，ま た 全形を観察で きる の で 最 も よ

い ．中軸 の 下部 で は 大茴舌は 66〜760 個，平均 348 個を か ぞ え るに 対 し，比較的小 さい シ キ ミ実 で は 0〜5 個，平均

3 個 で 容易に 区別 で ぎる が，大形 の シ キ ミ 実 で は 区別 で きな い 場合が あ る．そ の と ぎは 中軸の 上部で 比較 して 30 個

以 上 の と きは 大 茴香 と 決走す る こ と が で きる （TABLE 　 b，

　3． 果柄が付着 して い る場合 に は ，包の っ い て い た あ とが 長 さ約 1〜2mm ，　 Iil冨 0．1〜0．5mm の 半月形 と なっ て

い る の を さがす と よ い ．大茴香 で は 果柄最
一
ド部に 包が つ い て い た と思わ れ るが Ilr 部に は何もな い ，・シ キ ミの 果柄で は

最下部以外に も 1 〜2 個 の あ と を 認め る．内 部 構造 と し て は 果柄 の 横断面 で 道管の 直径 を は か り （TAELE 　II），また

は Maceration して 異形細 胞 の 全数をか ぞえ る （TABLE 　III） こ とに よ り両 者を 区 別す る こ と もで きる．

TABLE ⊥1．　 S至ze 　 of　 Vessels　 in　 Fruit　 Stalks　 of　1〃i−

　　　　　 cium 　 religiosum 　 an 〔l　 Illicium　 verusn

「f，酷島kI
正

聖
細 i

五 ”

野 ．
　 　 　

一
　　　　　

一一
　　　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　 I

th ・ upPer 　p・・t　 10，5〜11・8〜13・8；17・1〜18・9〜22・1旨
・h・ m ・ddl・ p ・・t　

l
・… − 1・・8 − 1・… 4・・一・8・・− 23・Sl

the　under 　part　11，3・− 12．7〜15，017 ．9〜18 、8〜19．7

結

TABLE 〔II．　 Numbers 　 of 　 Idioblasts　in　Fruit　Stalk　 of

　　　　　　Illicium　 regigiosum 　 and 　Illicium　 verum

　　　　　　 by　Maceration

　part　 Qf

fruit　sta 正k
1．religiosum 1．verum

the 　upPer 　part

the 　rniddle 　part

the 　under 　part

0〜 3〜15

1〜 3〜22

15〜26〜46

50・”172へ・572

50〜157〜569

104〜142〜228

論

　（1）Jaretzkyらは 果柄 と果 実の 中軸 に あ ら わ れ る 異形細胞が 伺 じで あ る と の べ て い る が ，こ の 両 部 分 の 異 形 細 胞

は 形が ち がつ て い る．（2 ）生薬に は 果柄が 必 ず L もっ い て い な い の で ，中軸を用 い て 畏形細胞を し らべ る と よい ．し

か し大茴香 に は 「大茴 香 型 」，シ キ ミ実 に は 「シ キ ミ 実型 」 の 異 形 細胞 が あ る の で は な く，両者 が 混在 して い て そ れ

ぞれの 型 の もの が多い と い うに すぎない ．（3）中軸の 上 部 お よ び 下部 の 切片 に よ り異 形 細胞 の 数 と両 型の あ らわ れ る

頻度を しらべ ，あ るい は Maceration に よ り全 数を か ぞ え て 両者を区別す る こ とが で き る，

　謝辞　神代植 物公 園 の シ キ ミか ら長期 に わ た り果実採集の 便 宜 を は か っ て い た だ い た 北 条 幸 次 所 長，重 要 な問 題点

に 関 し て 御教 示 い た だ い た 東京薬科大 学 藤 田 路
一一

教授 に 厚 く感謝 い た し ます．　　　　　　　　　　　　　　　
・
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